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2020 年 2月 7日（金）　第 1日目
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A会場
（3階「ダイヤモンドルーム・エメラルドルーム」）

B会場
（3階「サファイアルーム」）

C会場
（3階「マリーゴールドルーム」）

2020 年 2月 8日（土）　第 2日目

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

A会場
（3階「ダイヤモンドルーム・エメラルドルーム」）

B会場
（3階「サファイアルーム」）

C会場
（3階「マリーゴールドルーム」）

8:30-9:20　メインシンポジウム 1
我らが担う脳神経外科救急：U30 session
演者：佐々木佑太、城　　泰輔、桒原舜太郎、
　　　柏木　秀基、吉田馨次朗
座長：宮地　　茂、黒田　　敏、鰐渕　昌彦

14:45-15:20　幹事会企画シンポジウム 1
スポーツ頭部外傷 /脳振盪の診断と対応 -Olympic Year Consensus-
演者：荻野　雅宏、中山　晴雄、荒木　　尚、熊川　貴大
座長：前田　　剛、末廣　栄一

14:30-14:45　幹事会企画シンポジウム 1「基調講演」
演者：奥寺　　敬　座長：鈴木　倫保

16:40-17:15　幹事会企画シンポジウム 3
高齢者頭部外傷：talk & deteriorate に対する取り組み
演者：中江　竜太、末廣　栄一、刈部　　博、藤田　浩二
座長：守谷　　俊、佐久間　潤

9:20-10:20　メインシンポジウム 2
我らが担う脳神経外科救急：U40 session
演者：重松　秀明、土師　康平、亀井　孝昌、
　　　榎本　博記、片山　耕輔
座長：本郷　一博、淺井　昭雄、大宅　宗一

8:45-9:20　メインシンポジウム 4
脳神経外科救急と働き方改革
演者：大里　俊明、中尾　保秋、日宇　　健、奥寺　　敬
座長：奥寺　　敬、田宮　　隆

9:25-10:15　メインシンポジウム 5-1
各 subspecialty（神経内科専門医、脳血管内治療専門医、救急医学
専門医、リハビリテーション専門医）からみた脳神経外科救急
演者：宮地　　茂、安心院康彦、本多　　満、
　　　百田　武司、西山　和利、山田　　深
座長：塩川　芳昭、本多　　満、大熊　洋揮

10:20-11:10　メインシンポジウム 5-2
Double Board からみた脳神経外科救急、他
演者：金子　純也、伊藤　勝博、小畑　仁司、
　　　福田　真紀、西牟田洋介、中尾　隼三
座長：松前　光紀　小畑　仁司、山田実貴人

10:30-11:30　メインシンポジウム 3
我らが担う脳神経外科救急：U50 session
演者：大宅　宗一、太田　圭祐、近藤　康介、
　　　竹内　　誠、眞田　寧皓
座長：若林　俊彦、吉野　篤緒、眞田　寧皓

15:20-16:40　幹事会企画シンポジウム 2
脳神経外科救急と臓器提供 -いかに関わるべきか？
演者：中村　光伸、津村　　龍、水谷　敦史、
　　　大里　俊明、岩瀬　正顕、小野　　元、
　　　羽柴　哲夫、本多ゆみえ、荒木　　尚、
　　　本島　卓幸
座長：名取　良弘、豊田　　泉、周郷　延雄

15:20-16:20　共催シンポジウム 1
頭部外傷・脳卒中の患者を救え！
ICP モニタリングで変わる患者管理
演者：山田　哲久、稲次　基希、山城　重雄
座長：平山　晃康
共催：Integra Japan 株式会社

12:15-13:15　ランチョンセミナー 1
「地域に即した急性期脳梗塞治療」
演者：佐藤　洋平、林　　盛人
座長：吉野　義一
共催：日本ストライカー株式会社

12:15-13:15　ランチョンセミナー 2
「てんかんと神経救急のCutting Edge」
演者：久保田有一
座長：荒木　　尚
共催：第一三共株式会社・
　　　ユーシービージャパン株式会社

13:20-14:20　共催シンポジウム 2
これからの脳卒中センターは如何にあるべきか？：基本法制定をうけて
基調講演：塩川　芳昭
演者：山本　拓史、熊井潤一郎、
　　　上山　憲司、瀧澤　克己
座長：木内　博之、岩瀬　正顕、山本　拓史
共催：大塚製薬株式会社
14:20-15:20　共催シンポジウム 3
脳神経外科救急手術の光と影
演者：吉金　　努、田辺　英紀、原　　貴行、
　　　木村　尚人、沈　　正樹、堀内　哲吉、
　　　橋本　孝朗
座長：中尾　直之、秋山　恭彦、原　　貴行
共催：帝人在宅医療株式会社

15:00-15:50　一般演題 9
多職種
（プレホスピタルケア・救急看護・
チーム医療含む）
座長：大森　重宏、芦澤久美子

16:00-18:20　救急隊フォーラム
第一部：症例発表　16:00-17:15
演者：作山　洋貴、鎌田　尚文、平岩　輝一
座長：神山　信也
アドバイザー：根本　　学

第二部：講演　17:20-18:20
演者：鈴木　海馬
座長：根本　　学

14:30-15:15　共催セミナー
「急性期脳梗塞に対する抗凝固療法：現状と課題」
演者：出口　一郎、滝川　知司
座長：吉川雄一郎
共催：バイエル薬品株式会社

12:15-13:15　ランチョンセミナー 4
「急性期脳梗塞治療　地域連携の取り組みと
今後の展望」
演者：松丸　祐司、太田　貴裕
座長：神山　信也
共催：日本メドトロニック株式会社

15:30-16:30　幹事会主催　アフタヌーンセミナー
「脳神経外科救急におけるM&M」
演者：岩瀬　正顕、高橋　　恵、伊澤　仁之、
　　　清水　克悦
座長：安心院康彦、高橋　　恵
共催：株式会社メディカ・ライン

12:15-13:15　ランチョンセミナー 5
「頭部外傷・脳卒中患者を救うための取組」
演者：峯　　　裕、山口　浩司
座長：吉野　篤緒
共催：株式会社メディカルユーアンドエイ

12:15-13:15　ランチョンセミナー 3
「整容を意識し脳に優しい脳血管外科手術
―よく見える術野展開と丁寧な開閉頭―」
演者：小野　秀明
座長：瀧澤　克己
共催：HOYA Technosurgical 株式会社

11:40-12:05　故 河本 圭司先生追悼講演
「河本圭司先生を偲んで」
演者：島　　克司　　座長：黒岩　敏彦

9:00-12:00
第 40回 PNLS コース・

第 26回 PNLS インストラクター
ワークショップ

8:25-8:30　開会挨拶

16:30-　　　　閉会挨拶

18:30-
懇親会

会場　5階　「ティーローズ」

13:20-13:50　総会

14:00-14:30　PNLS 委員会
13:50-14:30　文化講演
「「その 1秒を削りだせ！」
～勝つための組織づくり」
演者：酒井　俊幸　　座長：佐藤　　章

11:15-12:05　特別講演
「Neurotrauma Care in the Metropolitan 
Area of Vienna, Austria」
演者：Martin Ortler　座長：栗田　浩樹
共催：日本特殊陶業株式会社

8:40-9:45　一般演題 1
脳・脊髄血管障害 1
座長：秋山　恭彦、沈　　正樹

8:45-10:00　一般演題 10
頭部外傷 1
（脊椎脊髄外傷・スポーツ外傷含む）
座長：奥地　一夫、佐久間　潤

10:05-11:05　一般演題 11
頭部外傷 2
（脊椎脊髄外傷・スポーツ外傷含む）
座長：和田孝次郎、堀内　哲吉

13:15-14:15　一般演題 12
脳神経外科手術（脳神経内視鏡含む）
座長：渋谷　　肇、木村　尚人

14:20-15:20　一般演題 13
多職種・その他
座長：谷崎　義生、竹田理々子

8:40-9:45　一般演題 6
脳血管内治療 1
座長：神山　信也、大川原　舞

9:50-10:50　一般演題 7
脳血管内治療 2
座長：飯星　智史、小野　秀明

9:50-10:55　一般演題 2
脳・脊髄血管障害 2
座長：田辺　英紀、鈴木　秀謙

11:00-12:05　一般演題 3
脳・脊髄血管障害 3
座長：畑山　　徹、黒﨑　雅道

11:00-12:05　一般演題 8
小児・災害・てんかん等
座長：根本　　学、若杉　雅浩

16:25-17:15　一般演題 4
画像診断
座長：吉村　晋一、吉川雄一郎

17:20-18:10　一般演題 5
高齢者救急
座長：池田　尚人、大里　俊明

17:15-18:20　Asian Young Neurosurgeon’s Forum
Speaker’s： Liew Boon Seng
 Ittichai Sakarunchai
 Saujanya Rajbhandari
 Hanh Van Duc
 Ridzky Firmansyah Hardian
 Vinayaka Reddy
 Maruf Matmusaev 
Chairperson’s：Yoko Kato、Tucker Adam

8:45-　　　　PNLS 受付
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第1日目
2月7日（金）　A会場　3階「ダイヤモンドルーム・エメラルドルーム」

8：25～ 開会挨拶
会長　　栗田　浩樹　埼玉医科大学国際医療センター　脳卒中外科

8：30～9：20 メインシンポジウム1　 「  我らが担う脳神経外科救急：U30 session」
座長：宮地　　茂　  愛知医科大学脳神経外科
　　　黒田　　敏　  富山大学医学部　脳神経外科
　　　鰐渕　昌彦　  大阪医科大学　脳神経外科・脳血管内治療科

MS1-1 脳梗塞に対する急性期血行再建における若手医師の役割
 佐

さ さ き

々木佑
ゆ う た

太　  杏林大学医学部付属病院　脳卒中科　脳神経外科
MS1-2 脳神経外科救急の魅力と今後の問題点

 城
しろ

　　泰
たいすけ

輔　  富山大学医学部　脳神経外科
MS1-3 症例数を確保し、安全で確実な手術を行うための取り組み　 

～小規模病院で勤務する専攻医の立場から～
 桒
くわはら

原舜
しゅんたろう

太郎　  医療法人社団敬誠会　合志病院　脳神経外科
MS1-4 若手脳神経外科医からみた脳神経外科救急医療の実際

 柏
かしわぎ

木　秀
ひ で き

基　  大阪医科大学脳神経外科・脳血管内治療科
MS1-5 私の脳血管外科医としての喜び ～ What is your motivation?～

 吉
よ し だ

田馨
けいじろう

次朗　  埼玉医科大学国際医療センター　脳卒中外科

9：20～10：20 メインシンポジウム2　 「  我らが担う脳神経外科救急：U40 session」
座長：本郷　一博　  伊那中央病院
　　　淺井　昭雄　  関西医科大学　脳神経外科
　　　大宅　宗一　  埼玉医科大学総合医療センター　脳神経外科

MS2-1 当院の脳神経救急医療体制の現状と課題
 重
しげまつ

松　秀
ひであき

明　  東海大学医学部　脳神経外科
MS2-2 30代脳神経救急医の課題 ～ Subspecialtyの選択～

 土
は じ

師　康
こうへい

平　  山口大学　脳神経外科
MS2-3 u40が担う脳神経外科救急の現状と課題

 亀
か め い

井　孝
たかまさ

昌　  関西医科大学附属病院　脳神経外科
MS2-4 和歌山における脳神経外科救急

 榎
えのもと

本　博
ひ ろ き

記　  日本赤十字社和歌山医療センター　脳神経外科
MS2-5 青森県の脳神経外科救急の現状とU40脳神経外科医の役割

 片
かたやま

山　耕
こうすけ

輔　  弘前大学大学院医学研究科　脳神経外科学講座

プログラム
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10：30～11：30 メインシンポジウム3　 「  我らが担う脳神経外科救急：U50 session」
座長：若林　俊彦　  名古屋大学医学部　脳神経外科
　　　吉野　篤緒　  日本大学医学部　脳神経外科
　　　眞田　寧皓　  近畿大学医学部　脳神経外科

MS3-1 時代とともに変貌する脳神経外科救急診療への対応と今後の課題
 大

お お や

宅　宗
そういち

一　  埼玉医科大学総合医療センター　脳神経外科
MS3-2 ERでの研修医、レジデント教育の変化と管理者（総合病院）へ新制度導入の苦慮 

～血栓回収療法導入を例に～
 太

お お た

田　圭
けいすけ

祐　  安城更生病院　脳神経外科　脳血管内治療センター
MS3-3 緊急手術から始まる脳神経外科手術手技の基本～当院における工夫～

 近
こんどう

藤　康
こうすけ

介　  東邦大学医学部医学科脳神経外科学講座（大森）
MS3-4 やっぱり深い脳神経外科救急-中堅医師になってからの気付き-

 竹
たけうち

内　　誠
さとる

　  防衛医科大学校　脳神経外科
MS3-5 我らが担う脳神経外科救急 

若手への期待と今後の医師教育への期待
 眞

さ な だ

田　寧
やすひろ

皓　  近畿大学医学部　脳神経外科

11：40～12：05 故 河本 圭司先生追悼講演
座長：黒岩　敏彦　  畷生会脳神経外科病院

河本圭司先生を偲んで
演者：島

しま

　　克
かつじ

司　  桃泉園北本病院　副院長兼リハビリテーションセンター長

12：15～13：15 ランチョンセミナー1　 「  地域に即した急性期脳梗塞治療」
座長：吉野　義一　  自治医科大学附属さいたま医療センター　脳血管内治療部

演者：佐
さとう

藤　洋
ようへい

平　  武蔵野赤十字病院　脳神経外科

　　　林
はやし

　　盛
もりひと

人　  東邦大学医療センター大橋病院　脳神経外科
共催：日本ストライカー株式会社

13：20～13：50 総会

13：50～14：30 文化講演
座長：佐藤　　章　  東京共済病院　救急科・脳神経外科

「その1秒を削りだせ！」～勝つための組織づくり
演者：酒

さかい

井　俊
としゆき

幸　  東洋大学　陸上競技部　長距離部門監督

14：30～14：45 幹事会企画シンポジウム1　基調講演 
　　　　　　　　 「  スポーツ頭部外傷/脳振盪の診断と対応-Olympic Year Consensus-」

座長：鈴木　倫保　  山口大学大学院医学系研究科　脳神経外科学

基調講演
夏季オリンピックの医療経験と脳神経外科救急 
ー長野1998のメディカルディレクターとしてアトランタ1996からTokyo2020へのメッセージ

 奥
おくでら

寺　　敬
ひろし

　  富山大学医学部　救急・災害医学講座
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14：45～15：20 幹事会企画シンポジウム1　 「  スポーツ頭部外傷/脳振盪の診断と対応 
-Olympic Year Consensus-」

座長：前田　　剛　  日本大学医学部　脳神経外科
　　　末廣　栄一　  山口大学医学部　脳神経外科

KS1-1 スポーツ頭部外傷をどう扱うか
 荻

お ぎ の

野　雅
まさひろ

宏　  獨協医科大学　脳神経外科、 
日本脳神経外傷学会スポーツ脳神経外傷検討委員会、 
日本臨床スポーツ医学会学術委員会脳神経外科部会

KS1-2 スポーツ関連脳振盪からの競技復帰に必要な対応
 中
なかやま

山　晴
は る お

雄　  東邦大学医療センター大橋病院　脳神経外科
KS1-3 小児スポーツ関連頭部外傷－特に子どもの脳振盪について－

 荒
あ ら き

木　　尚
たかし

　  埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター
KS1-4 スポーツにおける重症頭部外傷の検討

 熊
くまがわ

川　貴
たかひろ

大　  日本大学医学部　脳神経外科

15：20～16：40 幹事会企画シンポジウム2　 「  脳神経外科救急と臓器提供-いかに関わるべきか？」
座長：名取　良弘　  飯塚病院
　　　豊田　　泉　  岐阜県総合医療センター　救命救急センター　救急科
　　　周郷　延雄　  東邦大学医学部医学科脳神経外科学講座（大森）

KS2-1 集中治療医・救急医から見た臓器提供の現状
 中
なかむら

村　光
みつのぶ

伸　  前橋赤十字病院　高度救命救急センター　集中治療科・救急科
KS2-2 広島大学病院における臓器提供体制　神経救急医の役割と対応

 津
つ む ら

村　　龍
りゅう

　  広島大学大学院医系科学研究科　救急集中治療医学
KS2-3 終末期医療の中での臓器提供という選択肢

 水
みずたに

谷　敦
あ つ し

史　  浜松医療センター　救命救急センター
KS2-4 脳神経外科救急と臓器提供 

―脳死下臓器提供が可能な5類型施設としての日本脳神経外科基幹施設または連携施設の関わり―
 大
おおさと

里　俊
としあき

明　  社会医療法人　医仁会　中村記念病院　脳神経外科
KS2-5 脳死下臓器移植への取り組み

 岩
い わ せ

瀬　正
まさあき

顕　  関西医科大学総合医療センター　脳神経外科
KS2-6 脳死下臓器提供と心停止下臓器提供の終末期医療対応を中心とした負担抽出と対策

 小
お の

野　　元
はじめ

　  聖マリアンナ医科大学東横病院　脳神経・脳卒中センター脳神経外科
KS2-7 脳神経外科救急における適切な「オプション提示」とそのタイミングについての検討

 羽
は し ば

柴　哲
て つ お

夫　  関西医科大学　脳神経外科
KS2-8 脳神経外科救急と臓器提供　-One Teamでの取り組み

 本
ほ ん だ

多ゆみえ　  東海大学医学部　脳神経外科
KS2-9 小児脳死下臓器提供における施設連携体制の構築と未来像

 荒
あ ら き

木　　尚
たかし

　  埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター
KS2-10 脳死下臓器提供に関わる主治医の負担

 本
もとしま

島　卓
たかゆき

幸　  千葉大学医学部　脳神経外科
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10：30～11：30 メインシンポジウム3　 「  我らが担う脳神経外科救急：U50 session」
座長：若林　俊彦　  名古屋大学医学部　脳神経外科
　　　吉野　篤緒　  日本大学医学部　脳神経外科
　　　眞田　寧皓　  近畿大学医学部　脳神経外科

MS3-1 時代とともに変貌する脳神経外科救急診療への対応と今後の課題
 大

お お や

宅　宗
そういち

一　  埼玉医科大学総合医療センター　脳神経外科
MS3-2 ERでの研修医、レジデント教育の変化と管理者（総合病院）へ新制度導入の苦慮 

～血栓回収療法導入を例に～
 太

お お た

田　圭
けいすけ

祐　  安城更生病院　脳神経外科　脳血管内治療センター
MS3-3 緊急手術から始まる脳神経外科手術手技の基本～当院における工夫～

 近
こんどう

藤　康
こうすけ

介　  東邦大学医学部医学科脳神経外科学講座（大森）
MS3-4 やっぱり深い脳神経外科救急-中堅医師になってからの気付き-

 竹
たけうち

内　　誠
さとる

　  防衛医科大学校　脳神経外科
MS3-5 我らが担う脳神経外科救急 

若手への期待と今後の医師教育への期待
 眞

さ な だ

田　寧
やすひろ

皓　  近畿大学医学部　脳神経外科

11：40～12：05 故 河本 圭司先生追悼講演
座長：黒岩　敏彦　  畷生会脳神経外科病院

河本圭司先生を偲んで
演者：島

しま

　　克
かつじ

司　  桃泉園北本病院　副院長兼リハビリテーションセンター長

12：15～13：15 ランチョンセミナー1　 「  地域に即した急性期脳梗塞治療」
座長：吉野　義一　  自治医科大学附属さいたま医療センター　脳血管内治療部

演者：佐
さとう

藤　洋
ようへい

平　  武蔵野赤十字病院　脳神経外科

　　　林
はやし

　　盛
もりひと

人　  東邦大学医療センター大橋病院　脳神経外科
共催：日本ストライカー株式会社

13：20～13：50 総会

13：50～14：30 文化講演
座長：佐藤　　章　  東京共済病院　救急科・脳神経外科

「その1秒を削りだせ！」～勝つための組織づくり
演者：酒

さかい

井　俊
としゆき

幸　  東洋大学　陸上競技部　長距離部門監督

14：30～14：45 幹事会企画シンポジウム1　基調講演 
　　　　　　　　 「  スポーツ頭部外傷/脳振盪の診断と対応-Olympic Year Consensus-」

座長：鈴木　倫保　  山口大学大学院医学系研究科　脳神経外科学

基調講演
夏季オリンピックの医療経験と脳神経外科救急 
ー長野1998のメディカルディレクターとしてアトランタ1996からTokyo2020へのメッセージ

 奥
おくでら

寺　　敬
ひろし

　  富山大学医学部　救急・災害医学講座
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14：45～15：20 幹事会企画シンポジウム1　 「  スポーツ頭部外傷/脳振盪の診断と対応 
-Olympic Year Consensus-」

座長：前田　　剛　  日本大学医学部　脳神経外科
　　　末廣　栄一　  山口大学医学部　脳神経外科

KS1-1 スポーツ頭部外傷をどう扱うか
 荻

お ぎ の

野　雅
まさひろ

宏　  獨協医科大学　脳神経外科、 
日本脳神経外傷学会スポーツ脳神経外傷検討委員会、 
日本臨床スポーツ医学会学術委員会脳神経外科部会

KS1-2 スポーツ関連脳振盪からの競技復帰に必要な対応
 中
なかやま

山　晴
は る お

雄　  東邦大学医療センター大橋病院　脳神経外科
KS1-3 小児スポーツ関連頭部外傷－特に子どもの脳振盪について－

 荒
あ ら き

木　　尚
たかし

　  埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター
KS1-4 スポーツにおける重症頭部外傷の検討

 熊
くまがわ

川　貴
たかひろ

大　  日本大学医学部　脳神経外科

15：20～16：40 幹事会企画シンポジウム2　 「  脳神経外科救急と臓器提供-いかに関わるべきか？」
座長：名取　良弘　  飯塚病院
　　　豊田　　泉　  岐阜県総合医療センター　救命救急センター　救急科
　　　周郷　延雄　  東邦大学医学部医学科脳神経外科学講座（大森）

KS2-1 集中治療医・救急医から見た臓器提供の現状
 中
なかむら

村　光
みつのぶ

伸　  前橋赤十字病院　高度救命救急センター　集中治療科・救急科
KS2-2 広島大学病院における臓器提供体制　神経救急医の役割と対応

 津
つ む ら

村　　龍
りゅう

　  広島大学大学院医系科学研究科　救急集中治療医学
KS2-3 終末期医療の中での臓器提供という選択肢

 水
みずたに

谷　敦
あ つ し

史　  浜松医療センター　救命救急センター
KS2-4 脳神経外科救急と臓器提供 

―脳死下臓器提供が可能な5類型施設としての日本脳神経外科基幹施設または連携施設の関わり―
 大
おおさと

里　俊
としあき

明　  社会医療法人　医仁会　中村記念病院　脳神経外科
KS2-5 脳死下臓器移植への取り組み

 岩
い わ せ

瀬　正
まさあき

顕　  関西医科大学総合医療センター　脳神経外科
KS2-6 脳死下臓器提供と心停止下臓器提供の終末期医療対応を中心とした負担抽出と対策

 小
お の

野　　元
はじめ

　  聖マリアンナ医科大学東横病院　脳神経・脳卒中センター脳神経外科
KS2-7 脳神経外科救急における適切な「オプション提示」とそのタイミングについての検討

 羽
は し ば

柴　哲
て つ お

夫　  関西医科大学　脳神経外科
KS2-8 脳神経外科救急と臓器提供　-One Teamでの取り組み

 本
ほ ん だ

多ゆみえ　  東海大学医学部　脳神経外科
KS2-9 小児脳死下臓器提供における施設連携体制の構築と未来像

 荒
あ ら き

木　　尚
たかし

　  埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター
KS2-10 脳死下臓器提供に関わる主治医の負担

 本
もとしま

島　卓
たかゆき

幸　  千葉大学医学部　脳神経外科
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16：40～17：15 幹事会企画シンポジウム3　 「  高齢者頭部外傷： 
talk & deteriorateに対する取り組み」

座長：守谷　　俊　  自治医科大学附属さいたま医療センター　救急科
　　　佐久間　潤　  福島県立医科大学　脳神経外科

KS3-1 Talk and Deteriorateを呈する高齢者頭部外傷の特徴と対策
 中

な か え

江　竜
りゅうた

太　  日本医科大学　救命救急科
KS3-2 高齢者頭部外傷のdeteriorateを防ぐための初期診療における対応

 末
すえひろ

廣　栄
えいいち

一　  山口大学大学院医学系研究科脳神経外科
KS3-3 高齢者頭部外傷におけるTalk and deteriorateのリアル

 刈
か り べ

部　　博
ひろし

　  仙台市立病院　脳神経外科
KS3-4 抗血栓薬内服中の高齢者頭部外傷の実態（Talk & Deteriorate症例の再考）

 藤
ふ じ た

田　浩
こ う じ

二　  公立那賀病院　脳神経外科

17：15～18：20 Asian Young Neurosurgeon’s Forum
座長：Yoko Kato　  Fujita Health University Banbuntane Hotokukai Hospital
　　　Tucker Adam　  Japanese Red Cross kitami Hosipital

AYN-1 Neurosurgical Emergency: Current Surgical Management of Hemorrhagic Stroke
Liew Boon Seng　  Department of Neurosurgery, Hospital Sungai Buloh, 

Selangor, Malaysia
AYN-2 β-blocker therapy reduces severity of catecholamine storm in poor-grade aneurysmal subarachnoid 

hemorrhage patients
Ittichai Sakarunchai　  Assistant Professor, Division of Neurosurgery, 

Department of Surgery, Faculty of Medicine, Prince of 
Songkla University

AYN-3 Ischemia-induced multipotent stem cells isolated from stroke patients exhibit higher neurogenic 
differentiation potential compared with mesenchymal stem cells

Saujanya Rajbhandari　  Department of Neurosurgery, Hyogo College of Medicine
AYN-4 Manegement of Ruptured AVM patient in Viet Duc Hospital - Case Report

Hanh Van Duc　  Department of Neurosurgery, Viet Duc Hospital
AYN-5 Intraoperative lumbar muscle MEP monitoring with transcortical stimulation

Ridzky Firmansyah Hardian　  Department of Neurosurgery, Shinshu University 
School of Medicine, Matsumoto, Nagano, Japan

AYN-6 Current and Future of Neurosurgery in India
Vinayaka Reddy　  Department of Neurosurgery, Fujita Health University 

Bantane Hospital
AYN-7 Current and Future of Neurosurgery in Uzbekistan

Maruf Matmusaev　  Department of Neurosurgery, Japanese Red Cross Nagoya 
Daini Hospital
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第1日目
2月7日（金）　B会場　3階「サファイアルーム」

8：40～9：45 一般演題1　 「  脳・脊髄血管障害1」
座長：秋山　恭彦　  島根大学医学部脳神経外科学講座
　　　沈　　正樹　  倉敷中央病院　脳神経外科・脳卒中科

O1-1 急性期心原性脳梗塞におけるヘパリンブリッジングの有用性
 見

み か み

神　尊
たかひさ

修　  東京医科歯科大学　脳神経病態学
O1-2 一過性片麻痺を呈した大動脈解離の一例

 村
むらまつ

松　賢
けんいち

一　  順天堂大学医学部付属静岡病院
O1-3 脳梗塞急性期に覚えておきたい病態

 國
くにつか

塚　久
ひさのり

法　  雄勝中央病院　脳神経外科
O1-4 NIHSS 5点以下軽症脳主幹動脈閉塞症例における転帰

 石
いしはら

原　　学
まなぶ

　  徳島大学　脳神経外科
O1-5 脳表静脈の閉塞により広範な静脈性梗塞を来した一例 －診断のピットフォール－

 間
ま な か

中　　浩
ひろし

　  横浜市立大学附属市民総合医療センター　脳神経外科
O1-6 頚椎損傷に伴う椎骨動脈損傷に対する血管内治療

 紀
き の さ だ

之定昌
まさのり

則　  倉敷中央病院　脳神経外科
O1-7 超急性期における重症破裂脳動脈瘤コイル塞栓術前の脳室ドレナージの安全性

 宮
み や た

田　　圭
けい

　  札幌医科大学医学部　脳神経外科
O1-8 当院における破裂脳動脈瘤に対する血管内治療成績

 矢
や ぎ

木　亮
りょうきち

吉　  大阪医科大学　脳神経外科・脳血管内治療科

9：50～10：55 一般演題2　 「  脳・脊髄血管障害2」
座長：田辺　英紀　  田辺脳神経外科病院
　　　鈴木　秀謙　  三重大学　脳神経外科

O2-1 見逃されたSAHの転帰
 相
あいざわ

澤　陽
よ う た

太　  杏林大学医学部　総合研修センター
O2-2 くも膜下出血の年代別予後因子についての検討

 川
かわきた

北　文
ふみひろ

博　  三重大学大学院医学系研究科脳神経外科学
O2-3 小脳出血で発症した後頭蓋窩AVMに対してtranscondylar fossa approachにて摘出を行った1例

 鳥
とりはし

橋　孝
こういち

一　  鳥取大学医学部　脳神経外科
O2-4 早期手術により失語と片麻痺の改善が得られた破裂脳動静脈奇形の一例

 吉
よしむら

村　亘
こうへい

平　  大阪医科大学　脳神経外科・脳血管内治療科
O2-5 塞栓術後開頭術を実施したテント部硬膜動静脈瘻の2症例

 中
なかざと

里　一
いちろう

郎　  帝京大学医学部　脳神経外科
O2-6 非心原性主幹動脈閉塞症に対する急性期STA-MCAバイパス術

 大
おおたに

谷　直
な お き

樹　  防衛医科大学校　脳神経外科
O2-7 血管内治療を第1選択とした当院における破裂解離性椎骨動脈瘤の治療成績

 田
た じ ま

島　　祐
ゆう

　  三重県立総合医療センター　脳神経外科
O2-8 重症感染性心内膜炎に合併した感染性頭蓋内動脈瘤の一例

 芝
しば

　　真
ま さ と

人　  三重大学大学院医学系研究科脳神経外科学
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16：40～17：15 幹事会企画シンポジウム3　 「  高齢者頭部外傷： 
talk & deteriorateに対する取り組み」

座長：守谷　　俊　  自治医科大学附属さいたま医療センター　救急科
　　　佐久間　潤　  福島県立医科大学　脳神経外科

KS3-1 Talk and Deteriorateを呈する高齢者頭部外傷の特徴と対策
 中

な か え

江　竜
りゅうた

太　  日本医科大学　救命救急科
KS3-2 高齢者頭部外傷のdeteriorateを防ぐための初期診療における対応

 末
すえひろ

廣　栄
えいいち

一　  山口大学大学院医学系研究科脳神経外科
KS3-3 高齢者頭部外傷におけるTalk and deteriorateのリアル

 刈
か り べ

部　　博
ひろし

　  仙台市立病院　脳神経外科
KS3-4 抗血栓薬内服中の高齢者頭部外傷の実態（Talk & Deteriorate症例の再考）

 藤
ふ じ た

田　浩
こ う じ

二　  公立那賀病院　脳神経外科

17：15～18：20 Asian Young Neurosurgeon’s Forum
座長：Yoko Kato　  Fujita Health University Banbuntane Hotokukai Hospital
　　　Tucker Adam　  Japanese Red Cross kitami Hosipital

AYN-1 Neurosurgical Emergency: Current Surgical Management of Hemorrhagic Stroke
Liew Boon Seng　  Department of Neurosurgery, Hospital Sungai Buloh, 

Selangor, Malaysia
AYN-2 β-blocker therapy reduces severity of catecholamine storm in poor-grade aneurysmal subarachnoid 

hemorrhage patients
Ittichai Sakarunchai　  Assistant Professor, Division of Neurosurgery, 

Department of Surgery, Faculty of Medicine, Prince of 
Songkla University

AYN-3 Ischemia-induced multipotent stem cells isolated from stroke patients exhibit higher neurogenic 
differentiation potential compared with mesenchymal stem cells

Saujanya Rajbhandari　  Department of Neurosurgery, Hyogo College of Medicine
AYN-4 Manegement of Ruptured AVM patient in Viet Duc Hospital - Case Report

Hanh Van Duc　  Department of Neurosurgery, Viet Duc Hospital
AYN-5 Intraoperative lumbar muscle MEP monitoring with transcortical stimulation

Ridzky Firmansyah Hardian　  Department of Neurosurgery, Shinshu University 
School of Medicine, Matsumoto, Nagano, Japan

AYN-6 Current and Future of Neurosurgery in India
Vinayaka Reddy　  Department of Neurosurgery, Fujita Health University 

Bantane Hospital
AYN-7 Current and Future of Neurosurgery in Uzbekistan
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第1日目
2月7日（金）　B会場　3階「サファイアルーム」

8：40～9：45 一般演題1　 「  脳・脊髄血管障害1」
座長：秋山　恭彦　  島根大学医学部脳神経外科学講座
　　　沈　　正樹　  倉敷中央病院　脳神経外科・脳卒中科

O1-1 急性期心原性脳梗塞におけるヘパリンブリッジングの有用性
 見

み か み

神　尊
たかひさ

修　  東京医科歯科大学　脳神経病態学
O1-2 一過性片麻痺を呈した大動脈解離の一例

 村
むらまつ

松　賢
けんいち

一　  順天堂大学医学部付属静岡病院
O1-3 脳梗塞急性期に覚えておきたい病態

 國
くにつか

塚　久
ひさのり

法　  雄勝中央病院　脳神経外科
O1-4 NIHSS 5点以下軽症脳主幹動脈閉塞症例における転帰

 石
いしはら

原　　学
まなぶ

　  徳島大学　脳神経外科
O1-5 脳表静脈の閉塞により広範な静脈性梗塞を来した一例 －診断のピットフォール－

 間
ま な か

中　　浩
ひろし

　  横浜市立大学附属市民総合医療センター　脳神経外科
O1-6 頚椎損傷に伴う椎骨動脈損傷に対する血管内治療

 紀
き の さ だ

之定昌
まさのり

則　  倉敷中央病院　脳神経外科
O1-7 超急性期における重症破裂脳動脈瘤コイル塞栓術前の脳室ドレナージの安全性

 宮
み や た

田　　圭
けい

　  札幌医科大学医学部　脳神経外科
O1-8 当院における破裂脳動脈瘤に対する血管内治療成績

 矢
や ぎ

木　亮
りょうきち

吉　  大阪医科大学　脳神経外科・脳血管内治療科

9：50～10：55 一般演題2　 「  脳・脊髄血管障害2」
座長：田辺　英紀　  田辺脳神経外科病院
　　　鈴木　秀謙　  三重大学　脳神経外科

O2-1 見逃されたSAHの転帰
 相
あいざわ

澤　陽
よ う た

太　  杏林大学医学部　総合研修センター
O2-2 くも膜下出血の年代別予後因子についての検討

 川
かわきた

北　文
ふみひろ

博　  三重大学大学院医学系研究科脳神経外科学
O2-3 小脳出血で発症した後頭蓋窩AVMに対してtranscondylar fossa approachにて摘出を行った1例

 鳥
とりはし

橋　孝
こういち

一　  鳥取大学医学部　脳神経外科
O2-4 早期手術により失語と片麻痺の改善が得られた破裂脳動静脈奇形の一例

 吉
よしむら

村　亘
こうへい

平　  大阪医科大学　脳神経外科・脳血管内治療科
O2-5 塞栓術後開頭術を実施したテント部硬膜動静脈瘻の2症例

 中
なかざと

里　一
いちろう

郎　  帝京大学医学部　脳神経外科
O2-6 非心原性主幹動脈閉塞症に対する急性期STA-MCAバイパス術

 大
おおたに

谷　直
な お き

樹　  防衛医科大学校　脳神経外科
O2-7 血管内治療を第1選択とした当院における破裂解離性椎骨動脈瘤の治療成績

 田
た じ ま

島　　祐
ゆう

　  三重県立総合医療センター　脳神経外科
O2-8 重症感染性心内膜炎に合併した感染性頭蓋内動脈瘤の一例

 芝
しば

　　真
ま さ と

人　  三重大学大学院医学系研究科脳神経外科学
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11：00～12：05 一般演題3　 「  脳・脊髄血管障害3」
座長：畑山　　徹　  水戸ブレインハートセンター
　　　黒﨑　雅道　  鳥取大学医学部　脳神経外科

O3-1 右被殻出血を発症後20日後に対側に出血を来した両側被殻出血の1例
 坂
さかもと

元　健
けんいち

一　  霧島記念病院
O3-2 緊急での外科的治療が必要であった下垂体疾患の3症例

 清
し み ず

水　　剛
つよし

　  鳥取大学医学部　脳神経外科
O3-3 眼球運動関連脳神経単麻痺にて発症した下垂体卒中症例の画像所見と治療予後

 池
い け だ

田　直
なおかど

廉　  大阪医科大学　脳神経外科・脳血管内治療科
O3-4 いろいろと示唆に富んだ下垂体卒中の1例

 尾
お が ね

金　一
か ず み

民　  函館新都市病院　脳神経外科
O3-5 妊娠中の脳卒中における特徴と治療方法についての検討

 青
あおやま

山　二
じ ろ う

郎　  東京医科歯科大学　脳神経外科
O3-6 神経症状を有し救急搬送された急性大動脈解離15症例の検討

 今
い ま い

井　大
ひ ろ や

也　  水戸ブレインハートセンター
O3-7 Smart119プロジェクトによる脳卒中予測診断アルゴリズムの開発 

～適切な患者搬送を目指した脳卒中の病院前診断～
 吉

よ し だ

田　陽
よういち

一　  千葉大学医学部　脳神経外科
O3-8 脳外科救急領域に有効な脳保護作用を有する人工赤血球製剤の開発

 瀬
せ の

野宗
そういちろう

一郎　  防衛医科大学校　救急部

12：15～13：15 ランチョンセミナー2　 「  てんかんと神経救急のCutting Edge」
座長：荒木　　尚　  埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター

演者：久
く ぼ た

保田有
ゆういち

一　  東京女子医科大学東医療センター　脳神経外科
共催：第一三共株式会社・ユーシービージャパン株式会社

14：30～15：15 共催セミナー　 「  急性期脳梗塞に対する抗凝固療法：現状と課題」
座長：吉川雄一郎　  埼玉県立循環器・呼吸器病センター　脳神経外科

脳梗塞急性期における抗凝固療法の開始時期 ～いつから、何を始めるか～
演者：出

でぐち

口　一
いちろう

郎　  埼玉医科大学国際医療センター　脳神経内科・脳卒中内科
DOAC・血栓回収療法の発展により脳梗塞治療方法・成績は変わったか

演者：滝
たきがわ

川　知
ともじ

司　  獨協医科大学埼玉医療センター　脳神経外科
共催：バイエル薬品株式会社

15：20～16：20 共催シンポジウム1　 「  頭部外傷・脳卒中の患者を救え！ 
ICPモニタリングで変わる患者管理」

座長：平山　晃康　  日本大学医学部　脳神経外科

SS1-1 重症頭部外傷と重症くも膜下出血症例のICP測定の有効性の検討
 山

や ま だ

田　哲
てつひさ

久　  飯塚病院　救急科
SS1-2 頭蓋内圧亢進に対する減圧手術と脳圧モニター

 稲
い な じ

次　基
も と き

希　  東京医科歯科大学　脳神経外科
SS1-3 ICPモニタリングの臨床応用の実際

 山
やましろ

城　重
し げ お

雄　  済生会熊本病院　脳卒中センター　脳神経外科
共催：Integra Japan株式会社
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16：25～17：15 一般演題4　 「  画像診断」
座長：吉村　晋一　  関西医科大学附属病院　脳神経外科
　　　吉川雄一郎　  埼玉県立循環器・呼吸器病センター　脳神経外科

O4-1 特異な経過を辿った頚髄内胚葉嚢腫の1例
 堤
つつみ

　佐
さ と し

斗志　  順天堂大学医学部附属浦安病院　脳神経外科
O4-2 急速に蝶形骨洞粘膜の肥厚を認めた下垂体卒中の1例

 吉
よしむら

村　晋
くにかず

一　  関西医科大学　脳神経外科
O4-3 上位頚椎後方固定術におけるVA走行評価の重要性

 下
しもかわ

川　宣
のぶゆき

幸　  社会医療法人三栄会　ツカザキ病院　脳神経外科
O4-4 急性脳主幹動脈閉塞における 

DWI-FLAIR vascular hyperintensity mismatchを用いたpenumbra評価
 平

ひ ら た

田　秀
ひ で き

喜　  社会医療法人　医翔会　札幌白石記念病院　放射線部
O4-5 外傷性脳損傷で誘発された脳血管攣縮をASLにより迅速に検出できた2例

 伊
い は ら

原　　陸
りく

　  小樽市立病院　放射線室
O4-6 Pseudo-subarachnoid hemorrhage を示す慢性硬膜下血腫の特徴

 厚
あ つ み

見　秀
ひ で き

樹　  東海大学医学部　脳神経外科

17：20～18：10 一般演題5　 「  高齢者救急」
座長：池田　尚人　  昭和大学江東豊洲病院
　　　大里　俊明　  中村記念病院

O5-1 高齢者の多い医療過疎地域における脳梗塞に対する脳血管内治療
 根

ね き

木　宏
ひろあき

明　  埼玉県立循環器・呼吸器病センター　脳神経外科
O5-2 高齢化地域でのドクターヘリ導入後の脳外科診療の変化 

-ドクターヘリ後発地域の小さな一歩-
 圓
えんかく

角　文
ふみひで

英　  公立能登総合病院　脳神経外科
O5-3 都内地域中規模病院における高齢者に対する経皮的血栓回収療法

 小
こまつばら

松原弘
こういちろう

一郎　  康和会久我山病院　脳神経外科
O5-4 令和時代の高齢者において増加する 

Acute on chronic subdural hematomaの予後およびリスク因子の検討
 江

え だ

田　大
ひろたけ

武　  島根大学医学部　脳神経外科
O5-5 超高齢者くも膜下出血患者の予後に対しての検討

 秋
あきやま

山　光
みつまさ

正　  トヨタ記念病院　脳神経外科
O5-6 高齢者・超高齢者での血栓回収療法の成績と予後因子

 辻
つじ

　優
ゆういちろう

一郎　  医療法人清仁会　シミズ病院　脳神経外科
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11：00～12：05 一般演題3　 「  脳・脊髄血管障害3」
座長：畑山　　徹　  水戸ブレインハートセンター
　　　黒﨑　雅道　  鳥取大学医学部　脳神経外科
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 坂
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元　健
けんいち

一　  霧島記念病院
O3-2 緊急での外科的治療が必要であった下垂体疾患の3症例

 清
し み ず
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つよし

　  鳥取大学医学部　脳神経外科
O3-3 眼球運動関連脳神経単麻痺にて発症した下垂体卒中症例の画像所見と治療予後

 池
い け だ

田　直
なおかど

廉　  大阪医科大学　脳神経外科・脳血管内治療科
O3-4 いろいろと示唆に富んだ下垂体卒中の1例

 尾
お が ね

金　一
か ず み

民　  函館新都市病院　脳神経外科
O3-5 妊娠中の脳卒中における特徴と治療方法についての検討

 青
あおやま

山　二
じ ろ う

郎　  東京医科歯科大学　脳神経外科
O3-6 神経症状を有し救急搬送された急性大動脈解離15症例の検討

 今
い ま い

井　大
ひ ろ や

也　  水戸ブレインハートセンター
O3-7 Smart119プロジェクトによる脳卒中予測診断アルゴリズムの開発 

～適切な患者搬送を目指した脳卒中の病院前診断～
 吉

よ し だ

田　陽
よういち

一　  千葉大学医学部　脳神経外科
O3-8 脳外科救急領域に有効な脳保護作用を有する人工赤血球製剤の開発

 瀬
せ の

野宗
そういちろう

一郎　  防衛医科大学校　救急部

12：15～13：15 ランチョンセミナー2　 「  てんかんと神経救急のCutting Edge」
座長：荒木　　尚　  埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター

演者：久
く ぼ た

保田有
ゆういち

一　  東京女子医科大学東医療センター　脳神経外科
共催：第一三共株式会社・ユーシービージャパン株式会社

14：30～15：15 共催セミナー　 「  急性期脳梗塞に対する抗凝固療法：現状と課題」
座長：吉川雄一郎　  埼玉県立循環器・呼吸器病センター　脳神経外科

脳梗塞急性期における抗凝固療法の開始時期 ～いつから、何を始めるか～
演者：出

でぐち

口　一
いちろう

郎　  埼玉医科大学国際医療センター　脳神経内科・脳卒中内科
DOAC・血栓回収療法の発展により脳梗塞治療方法・成績は変わったか
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たきがわ

川　知
ともじ

司　  獨協医科大学埼玉医療センター　脳神経外科
共催：バイエル薬品株式会社

15：20～16：20 共催シンポジウム1　 「  頭部外傷・脳卒中の患者を救え！ 
ICPモニタリングで変わる患者管理」

座長：平山　晃康　  日本大学医学部　脳神経外科
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てつひさ
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い な じ
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も と き

希　  東京医科歯科大学　脳神経外科
SS1-3 ICPモニタリングの臨床応用の実際

 山
やましろ

城　重
し げ お

雄　  済生会熊本病院　脳卒中センター　脳神経外科
共催：Integra Japan株式会社
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え だ

田　大
ひろたけ

武　  島根大学医学部　脳神経外科
O5-5 超高齢者くも膜下出血患者の予後に対しての検討

 秋
あきやま

山　光
みつまさ

正　  トヨタ記念病院　脳神経外科
O5-6 高齢者・超高齢者での血栓回収療法の成績と予後因子

 辻
つじ

　優
ゆういちろう

一郎　  医療法人清仁会　シミズ病院　脳神経外科
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第1日目
2月7日（金）　C会場　3階「マリーゴールドルーム」

8：40～9：45 一般演題6　 「  脳血管内治療1」
座長：神山　信也　  埼玉医科大学国際医療センター　脳血管内治療科
　　　大川原　舞　  大川原脳神経外科病院

O6-1 血栓回収件数と人口構造の関連性
 大

おおかわら

川原　舞
まい

　  大川原脳神経外科病院
O6-2 血栓回収療法を行った他院院内発症転送脳主幹動脈閉塞症の検討

 松
まつばら

原　功
のりあき

明　  大阪医科大学　脳神経外科・脳血管内治療科
O6-3 脳梗塞急性期血栓回収療法の院内体制の構築

 谷
たにぐち

口　俊
しゅんすけ

介　  池友会福岡和白病院　脳神経外科
O6-4 tandem lesionであった症候性脳梗塞に機械的血栓回収と急性期CASが奏功した1例

 木
こ わ た

幡　一
か ず ま

磨　  美心会黒沢病院　脳神経外科
O6-5 1passでTICI3を得るための研究

 近
こんどう

藤　静
しずこと

琴　  独立行政法人国立病院機構災害医療センター　臨床初期研修医
O6-6 当院での血栓回収療法におけるDoor to puncture time短縮を目指した多職種連携の取り組み

 福
ふ く た

田　慎
し ん や

也　  横浜新都市脳神経外科病院
O6-7 アテローム硬化症に伴う脳底動脈急性閉塞に対する血管内治療

 若
わ か い

井　卓
た く ま

馬　  山梨大学医学部　脳神経外科
O6-8 急性期血栓回収療法後の血糖値は入院時血糖値より重症予後を予測する

 古
ふ る せ

瀬　元
もとまさ

雅　  大阪医科大学医学部　脳神経外科

9：50～10：50 一般演題7　 「  脳血管内治療2」
座長：飯星　智史　  埼玉医科大学国際医療センター　脳血管内治療科
　　　小野　秀明　  富士脳障害研究所付属病院

O7-1 両側内頚動脈系塞栓症に対して機械的血栓回収療法が奏功した一例
 佐

さ と う

藤　大
だいすけ

介　  東京大学医学部　脳神経外科
O7-2 ステント併用で治療した内頚動脈-眼動脈分岐部解離性動脈瘤の一例

 宇
う だ

田　裕
ひ ろ し

史　  大阪市立大学　脳神経外科
O7-3 椎骨動脈の非典型的病変が出血源のくも膜下出血に血管内治療を行った1例

 鵜
う や ま

山　　淳
あつし

　  医療法人財団報徳会　西湘病院脳神経外科
O7-4 脳動脈瘤塞栓術中における動脈瘤破裂の検討 

-Balloon assist法の役割について-
 須

す ま

磨　　健
たけし

　  日本大学医学部　脳神経外科
O7-5 破裂椎骨動脈解離性動脈瘤に対するステント併用コイル塞栓術

 西
にし

　　和
かずひこ

彦　  岡山大学大学院　脳神経外科
O7-6 破裂中大脳動脈瘤と脳血管攣縮に対して同時に血管内治療を行なった3例の検討

 須
す や ま

山　嘉
よ し お

雄　  藤田医科大学医学部　脳卒中科
O7-7 破裂脳動脈瘤に対するコイル塞栓術後Subpial hematoma増大因子

 武
た け だ

田　純
じゅんいち

一　  関西医科大学　脳神経外科

－269－

プ
ロ
グ
ラ
ム

　第
1
日
目

11：00～12：05 一般演題8　 「  小児・災害・てんかん等」
座長：根本　　学　  埼玉医科大学国際医療センター　救急医学科
　　　若杉　雅浩　  富山大学　救急・災害医学講座

O8-1 乳幼児期における硬膜下血腫の受傷機転
 埜

の な か

中　正
まさひろ

博　  関西医科大学医学部　脳神経外科
O8-2 小児専門病院における小児救命救急センター開設と頭部外傷診療の変化

 小
こばやし

林　真
ま さ と

人　  埼玉県立小児医療センター
O8-3 神経蘇生研修指導者ガイドブックの活用

 奥
おくでら

寺　　敬
ひろし

　  富山大学医学部救急・災害医学講座
O8-4 労災病院が進める日常診療からの災害対策 -Healthcare BCP-

 加
か と う

藤　宏
こういち

一　  東京労災病院　脳神経外科
O8-5 急性期脳梗塞に関連するたこつぼ心筋症と梗塞部位との検討

 北
きたがわ

川　雄
たけひろ

大　  脳神経センター大田記念病院
O8-6 当院での脳卒中後てんかんの現状と特徴

 宍
し し ど

戸　　肇
はじめ

　  香川大学医学部　脳神経外科
O8-7 当院へ救急搬送され入院加療を行った症候性てんかん患者の治療成績

 公
く も ん

文　将
まさのぶ

備　  公立西知多総合病院　脳神経外科
O8-8 敗血症性に伴う頭蓋内圧亢進を認めた1例

 宮
み や た

田真
ま ゆ こ

友子　  関西医科大学　脳神経外科

12：15～13：15 ランチョンセミナー3　 「  整容を意識し脳に優しい脳血管外科手術 
―よく見える術野展開と丁寧な開閉頭―」

座長：瀧澤　克己　  旭川赤十字病院　脳神経外科部長

演者：小
お の

野　秀
ひであき

明　  富士脳障害研究所附属病院
共催：HOYA Technosurgical株式会社

15：00～15：50 一般演題9　 「  多職種（プレホスピタルケア・救急看護・チーム医療含む）」
座長：大森　重宏　  黒沢病院　脳卒中センター
　　　芦澤久美子　  埼玉医科大学国際医療センター

O9-1 A氏への関節拘縮予防を目指して
 横
よこざわ

澤　美
み さ

沙　  埼玉医科大学国際医療センター　看護部
O9-2 A病棟における排尿自立支援に向けた取り組みとその結果

 芦
あしざわ

澤久
く み こ

美子　  埼玉医科大学国際医療センター　看護部
O9-3 看護学生における脳神経外科救急領域の学習の実際

 伊
い い

井み
　 　 ほ

ず穂　  富山大学医学部　看護学科成人看護学
O9-4 Stroke Care Unitにおける早期離床に関する調査

 工
く ど う

藤　枝
え り

里　  埼玉医科大学国際医療センター　看護部
O9-5 脳卒中センター勤務する看護師の家族看護に対する意識調査

 奥
お く だ

田　優
ゆ か

花　  埼玉医科大学国際医療センター　看護部
O9-6 言語障害・四肢麻痺のある患者に対するコミュニケーション方法について

 神
か ん だ

田　　唯
ゆい

　  埼玉医科大学国際医療センター　看護部
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第1日目
2月7日（金）　C会場　3階「マリーゴールドルーム」

8：40～9：45 一般演題6　 「  脳血管内治療1」
座長：神山　信也　  埼玉医科大学国際医療センター　脳血管内治療科
　　　大川原　舞　  大川原脳神経外科病院

O6-1 血栓回収件数と人口構造の関連性
 大

おおかわら

川原　舞
まい

　  大川原脳神経外科病院
O6-2 血栓回収療法を行った他院院内発症転送脳主幹動脈閉塞症の検討

 松
まつばら

原　功
のりあき

明　  大阪医科大学　脳神経外科・脳血管内治療科
O6-3 脳梗塞急性期血栓回収療法の院内体制の構築

 谷
たにぐち

口　俊
しゅんすけ

介　  池友会福岡和白病院　脳神経外科
O6-4 tandem lesionであった症候性脳梗塞に機械的血栓回収と急性期CASが奏功した1例

 木
こ わ た

幡　一
か ず ま

磨　  美心会黒沢病院　脳神経外科
O6-5 1passでTICI3を得るための研究

 近
こんどう

藤　静
しずこと

琴　  独立行政法人国立病院機構災害医療センター　臨床初期研修医
O6-6 当院での血栓回収療法におけるDoor to puncture time短縮を目指した多職種連携の取り組み

 福
ふ く た

田　慎
し ん や

也　  横浜新都市脳神経外科病院
O6-7 アテローム硬化症に伴う脳底動脈急性閉塞に対する血管内治療

 若
わ か い

井　卓
た く ま

馬　  山梨大学医学部　脳神経外科
O6-8 急性期血栓回収療法後の血糖値は入院時血糖値より重症予後を予測する

 古
ふ る せ

瀬　元
もとまさ

雅　  大阪医科大学医学部　脳神経外科

9：50～10：50 一般演題7　 「  脳血管内治療2」
座長：飯星　智史　  埼玉医科大学国際医療センター　脳血管内治療科
　　　小野　秀明　  富士脳障害研究所付属病院

O7-1 両側内頚動脈系塞栓症に対して機械的血栓回収療法が奏功した一例
 佐

さ と う

藤　大
だいすけ

介　  東京大学医学部　脳神経外科
O7-2 ステント併用で治療した内頚動脈-眼動脈分岐部解離性動脈瘤の一例

 宇
う だ

田　裕
ひ ろ し

史　  大阪市立大学　脳神経外科
O7-3 椎骨動脈の非典型的病変が出血源のくも膜下出血に血管内治療を行った1例

 鵜
う や ま

山　　淳
あつし

　  医療法人財団報徳会　西湘病院脳神経外科
O7-4 脳動脈瘤塞栓術中における動脈瘤破裂の検討 

-Balloon assist法の役割について-
 須

す ま

磨　　健
たけし

　  日本大学医学部　脳神経外科
O7-5 破裂椎骨動脈解離性動脈瘤に対するステント併用コイル塞栓術

 西
にし

　　和
かずひこ

彦　  岡山大学大学院　脳神経外科
O7-6 破裂中大脳動脈瘤と脳血管攣縮に対して同時に血管内治療を行なった3例の検討

 須
す や ま

山　嘉
よ し お

雄　  藤田医科大学医学部　脳卒中科
O7-7 破裂脳動脈瘤に対するコイル塞栓術後Subpial hematoma増大因子

 武
た け だ

田　純
じゅんいち

一　  関西医科大学　脳神経外科
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11：00～12：05 一般演題8　 「  小児・災害・てんかん等」
座長：根本　　学　  埼玉医科大学国際医療センター　救急医学科
　　　若杉　雅浩　  富山大学　救急・災害医学講座

O8-1 乳幼児期における硬膜下血腫の受傷機転
 埜

の な か

中　正
まさひろ

博　  関西医科大学医学部　脳神経外科
O8-2 小児専門病院における小児救命救急センター開設と頭部外傷診療の変化

 小
こばやし

林　真
ま さ と

人　  埼玉県立小児医療センター
O8-3 神経蘇生研修指導者ガイドブックの活用

 奥
おくでら

寺　　敬
ひろし

　  富山大学医学部救急・災害医学講座
O8-4 労災病院が進める日常診療からの災害対策 -Healthcare BCP-

 加
か と う

藤　宏
こういち

一　  東京労災病院　脳神経外科
O8-5 急性期脳梗塞に関連するたこつぼ心筋症と梗塞部位との検討

 北
きたがわ

川　雄
たけひろ

大　  脳神経センター大田記念病院
O8-6 当院での脳卒中後てんかんの現状と特徴

 宍
し し ど

戸　　肇
はじめ

　  香川大学医学部　脳神経外科
O8-7 当院へ救急搬送され入院加療を行った症候性てんかん患者の治療成績

 公
く も ん

文　将
まさのぶ

備　  公立西知多総合病院　脳神経外科
O8-8 敗血症性に伴う頭蓋内圧亢進を認めた1例

 宮
み や た

田真
ま ゆ こ

友子　  関西医科大学　脳神経外科

12：15～13：15 ランチョンセミナー3　 「  整容を意識し脳に優しい脳血管外科手術 
―よく見える術野展開と丁寧な開閉頭―」

座長：瀧澤　克己　  旭川赤十字病院　脳神経外科部長

演者：小
お の

野　秀
ひであき

明　  富士脳障害研究所附属病院
共催：HOYA Technosurgical株式会社

15：00～15：50 一般演題9　 「  多職種（プレホスピタルケア・救急看護・チーム医療含む）」
座長：大森　重宏　  黒沢病院　脳卒中センター
　　　芦澤久美子　  埼玉医科大学国際医療センター

O9-1 A氏への関節拘縮予防を目指して
 横
よこざわ

澤　美
み さ

沙　  埼玉医科大学国際医療センター　看護部
O9-2 A病棟における排尿自立支援に向けた取り組みとその結果

 芦
あしざわ

澤久
く み こ

美子　  埼玉医科大学国際医療センター　看護部
O9-3 看護学生における脳神経外科救急領域の学習の実際

 伊
い い

井み
　 　 ほ

ず穂　  富山大学医学部　看護学科成人看護学
O9-4 Stroke Care Unitにおける早期離床に関する調査

 工
く ど う

藤　枝
え り

里　  埼玉医科大学国際医療センター　看護部
O9-5 脳卒中センター勤務する看護師の家族看護に対する意識調査

 奥
お く だ

田　優
ゆ か

花　  埼玉医科大学国際医療センター　看護部
O9-6 言語障害・四肢麻痺のある患者に対するコミュニケーション方法について

 神
か ん だ

田　　唯
ゆい

　  埼玉医科大学国際医療センター　看護部
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16：00～17：15 救急隊フォーラム　 「  第一部：症例発表」
座長：神山　信也　  埼玉医科大学国際医療センター　脳血管内治療科

アドバイザー：根本　　学　  埼玉医科大学国際医療センター　救急医学科

症例発表1 救急隊による病院選定 
－当院データーベースを用いた脳卒中領域の検討－

 作
さくやま

山　洋
ひ ろ き

貴　  埼玉医科大学国際医療センター　救急医学科
症例発表2 ホットラインの重要性

 鎌
か ま た

田　尚
なおふみ

文　  坂戸・鶴ヶ島消防組合　坂戸消防署第1救急担当
症例発表3 埼玉県急性期脳梗塞治療ネットワーク（SSN）における山間部での取り組みについて

 平
ひらいわ

岩　輝
てるかず

一　  埼玉西部消防組合飯能日高消防署名栗分署

17：20～18：20 救急隊フォーラム　 「  第二部：講演」
座長：根本　　学　  埼玉医科大学国際医療センター　救急医学科

講演 救急隊が搬送した傷病者の未来 
～救急隊員が治療の第一手を担っている～

 鈴
す ず き

木　海
か い ま

馬　  埼玉医科大学国際医療センター　脳卒中外科

プ ロ グ ラ ム

第2日目

2020年2月8日（土）

プ
ロ
グ
ラ
ム

　第
2
日
目

プ
ロ
グ
ラ
ム

　第
2
日
目

プ ロ グ ラ ム

第2日目

2020年2月8日（土）

プ
ロ
グ
ラ
ム

　第
2
日
目
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16：00～17：15 救急隊フォーラム　 「  第一部：症例発表」
座長：神山　信也　  埼玉医科大学国際医療センター　脳血管内治療科

アドバイザー：根本　　学　  埼玉医科大学国際医療センター　救急医学科

症例発表1 救急隊による病院選定 
－当院データーベースを用いた脳卒中領域の検討－

 作
さくやま

山　洋
ひ ろ き

貴　  埼玉医科大学国際医療センター　救急医学科
症例発表2 ホットラインの重要性

 鎌
か ま た

田　尚
なおふみ

文　  坂戸・鶴ヶ島消防組合　坂戸消防署第1救急担当
症例発表3 埼玉県急性期脳梗塞治療ネットワーク（SSN）における山間部での取り組みについて

 平
ひらいわ

岩　輝
てるかず

一　  埼玉西部消防組合飯能日高消防署名栗分署

17：20～18：20 救急隊フォーラム　 「  第二部：講演」
座長：根本　　学　  埼玉医科大学国際医療センター　救急医学科

講演 救急隊が搬送した傷病者の未来 
～救急隊員が治療の第一手を担っている～

 鈴
す ず き

木　海
か い ま

馬　  埼玉医科大学国際医療センター　脳卒中外科
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第2日目

2020年2月8日（土）

プ
ロ
グ
ラ
ム

　第
2
日
目



（ 37 ）－273－

プ
ロ
グ
ラ
ム

　第
2
日
目

第2日目
2月8日（土）　A会場　3階「ダイヤモンドルーム・エメラルドルーム」

8：45～9：20 メインシンポジウム4　 「  脳神経外科救急と働き方改革」
座長：奥寺　　敬　  富山大学大学院危機管理医学（救急・災害医学）
　　　田宮　　隆　  香川大学医学部　脳神経外科

MS4-1 脳神経外科医に求められる働き方改革―管理者側からの視点から―
 大
おおさと

里　俊
としあき

明　  社会医療法人　医仁会　中村記念病院　脳神経外科
MS4-2 医師の働き方改革が都市圏外の三次救急病院にもたらしたもの―現状と問題点―

 中
な か お

尾　保
やすあき

秋　  順天堂大学医学部附属静岡病院　脳神経外科
MS4-3 タスクシフティングを目指した脳卒中診療体制の構築 

-本土及び離島発症のdrip/ship/retrieveへの効果-
 日

ひ う

宇　　健
たけし

　  長崎医療センター　脳神経外科
MS4-4 脳神経外科救急と働き方改革-タスクシフト？

 奥
おくでら

寺　　敬
ひろし

　  富山大学医学部　救急・災害医学講座

9：25～10：15 メインシンポジウム5-1　 「  各subspecialty（神経内科専門医、脳血管内治療専門医、
救急医学専門医、リハビリテーション専門医）からみた
脳神経外科救急」

座長：塩川　芳昭　  杏林大学医学部　脳神経外科
　　　本多　　満　  東邦大学医療センター大森病院
　　　大熊　洋揮　  弘前大学医学研究科　脳神経外科学講座

MS5-1-1 脳血管内治療医から見た脳神経外科救急の問題点
 宮

み や ち

地　　茂
しげる

　  愛知医科大学　脳神経外科・脳血管内治療センター
MS5-1-2 神経救急疾患への対応に関する救急医と脳神経外科医の相違点と連携の重要性

 安
あ じ み

心院康
やすひこ

彦　  帝京大学医学部　救急医学講座
MS5-1-3 脳神経外科医と救急医の連携に必要なものー救急医からの視点でー

 本
ほ ん だ

多　　満
みつる

　  東邦大学医療センター大森病院　救命救急センター
MS5-1-4 看護学の立場からみた脳神経外科救急

 百
ひゃくた

田　武
た け し

司　  日本赤十字広島看護大学、 
日本脳神経看護研究学会理事・編集委員長

MS5-1-5 脳神経内科医からみた神経救急
 西
にしやま

山　和
かずとし

利　  北里大学医学部　脳神経内科学
MS5-1-6 リハビリテーション科医からみた脳神経外科救急の問題点

 山
や ま だ

田　　深
しん

　  杏林大学医学部　リハビリテーション医学教室

10：20～11：10 メインシンポジウム5-2　 「  Double Boardからみた脳神経外科救急、他」
座長：松前　光紀　  東海大学医学部外科学系脳神経外科学領域
　　　小畑　仁司　  大阪府三島救命救急センター
　　　山田実貴人　  木沢記念病院　救急部

MS5-2-1 自己完結型救命センターに所属する神経救急医として
 金

か ね こ

子　純
じゅんや

也　  日本医科大学多摩永山病院　救命救急センター

プログラム
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MS5-2-2 脳神経外科＋救急科専門医からみた脳神経外科救急
 伊

い と う

藤　勝
かつひろ

博　  弘前大学大学院医学研究科　救急・災害医学
MS5-2-3 脳神経外科+救急医学専門医からみた脳神経救急

 小
こ ば た

畑　仁
ひ と し

司　  大阪府三島救命救急センター　脳神経外科
MS5-2-4 血行再建術開始を早めるための病院前および院内協力の重要性

 福
ふ く だ

田　真
ま き

紀　  高知県・高知市病院企業団立高知医療センター
MS5-2-5 ドクターヘリで脳卒中急性期治療の地域格差を無くせるか

 西
に し む た

牟田洋
ようすけ

介　  鹿児島市立病院　脳神経外科
MS5-2-6 重症頭部顔面外傷治療の実態と出血性ショックに対してのTAE治療戦略

 中
な か お

尾　隼
じゅんぞう

三　  筑波大学医学医療系脳神経外科

11：15～12：05 特別講演
座長：栗田　浩樹　  埼玉医科大学国際医療センター　脳卒中外科

Neurotrauma Care in the Metropolitan Area of Vienna, Austria
演者：Martin Ortler　  Department of Neurosurgery, Rudolfstiftung Hospital, 

Vienna, Austria
共催：日本特殊陶業株式会社

12：15～13：15 ランチョンセミナー4　 「  急性期脳梗塞治療　地域連携の取り組みと今後の展望」
座長：神山　信也　  埼玉医科大学国際医療センター

演者：松
まつまる

丸　祐
ゆうじ

司　  筑波大学

　　　太
おおた

田　貴
たかひろ

裕　  多摩総合医療センター
共催：日本メドトロニック株式会社

13：20～14：20 共催シンポジウム2　 「  これからの脳卒中センターは如何にあるべきか？： 
基本法制定をうけて」

座長：木内　博之　  山梨大学大学院脳神経外科学講座
　　　岩瀬　正顕　  関西医科大学総合医療センター　脳神経外科
　　　山本　拓史　  順天堂大学静岡病院　脳神経外科

SS2基調講演
これからの脳卒中センターのありかた：基本法制定を受けて

 塩
しおかわ

川　芳
よしあき

昭　  杏林大学脳神経外科・脳卒中センター
SS2-1 高齢化地域脳卒中センターにおける隣接医療圏との連携と課題

 山
やまもと

本　拓
た く じ

史　  順天堂大学医学部附属静岡病院　脳神経外科
SS2-2 民間病院の脳卒中センターの立場

 熊
く ま い

井潤
じゅんいちろう

一郎　  千葉西総合病院　脳神経外科
SS2-3 脳卒中・循環器病対策基本法成立後の脳卒中センターの責務

 上
かみやま

山　憲
け ん じ

司　  社会医療法人医仁会　中村記念病院　脳神経外科
SS2-4 当施設の道北地方における脳卒中センターとしての役割と今後の課題

 瀧
たきざわ

澤　克
か つ み

己　  旭川赤十字病院　脳神経外科
共催：大塚製薬株式会社
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14：20～15：20 共催シンポジウム3　 「  脳神経外科救急手術の光と影」
座長：中尾　直之　  和歌山県立医科大学　脳神経外科
　　　秋山　恭彦　  島根大学医学部脳神経外科学講座
　　　原　　貴行　  虎の門病院　脳神経外科

SS3-1 高齢者重症くも膜下出血の急性期治療の光と影
 吉
よしかね

金　　努
つとむ

　  島根大学医学部　脳神経外科
SS3-2 脳神経外科小規模専門病院からみた救急体制および手術加療の光と影

 田
た な べ

辺　英
ひ で き

紀　  田辺脳神経外科病院　脳神経外科
SS3-3 破裂脳動脈瘤治療におけるflow modulation法の功罪

 原
はら

　　貴
たかゆき

行　  虎の門病院　脳神経外科
SS3-4 科を超えた神経救急のシステム構築

 木
き む ら

村　尚
な お と

人　  岩手県立中央病院　脳神経センター　脳神経外科
SS3-5 機械的血栓回収術の光と影－：急増する血栓回収術の現状と体制上の問題について

 沈
ちん

　　正
ま さ き

樹　  倉敷中央病院　脳神経外科・脳卒中科
SS3-6 開頭術における静脈損傷の評価と再建方法

 堀
ほりうち

内　哲
てつよし

吉　  信州大学医学部　脳神経外科
SS3-7 Carotid blowout syndrome に対する治療選択

 橋
はしもと

本　孝
た か お

朗　  東京医科大学　脳神経外科
共催：帝人在宅医療株式会社

15：30～16：30 幹事会主催　アフタヌーンセミナー　 「  脳神経外科救急におけるM&M」
座長：安心院康彦　  帝京大学医学部救急医療講座・大学附属病院安全管理部
　　　高橋　　恵　  東京医科大学　医療安全学

脳神経外科救急領域における感染制御の現状と対策
演者：岩

いわせ

瀬　正
まさあき

顕　  関西医科大学総合医療センター　脳神経外科
脳神経外科医が関わった3b以上の事例の検討

演者：高
たかはし

橋　　恵
めぐみ

　  東京医科大学医療安全管理学講座
脳神経外科手術におけるM&M（mortality & morbidity）カンファレンスに対する 
心構え

演者：伊
いざわ

澤　仁
ひとし

之　  東京医科大学　脳神経外科
脳神経外科におけるM&M

演者：清
しみず

水　克
かつよし

悦　  昭和大学医学部　脳神経外科
共催：株式会社メディカ・ライン

16：30～ 閉会挨拶
会長　　栗田　浩樹　埼玉医科大学国際医療センター　脳卒中外科
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MS5-2-2 脳神経外科＋救急科専門医からみた脳神経外科救急
 伊

い と う

藤　勝
かつひろ

博　  弘前大学大学院医学研究科　救急・災害医学
MS5-2-3 脳神経外科+救急医学専門医からみた脳神経救急

 小
こ ば た

畑　仁
ひ と し

司　  大阪府三島救命救急センター　脳神経外科
MS5-2-4 血行再建術開始を早めるための病院前および院内協力の重要性

 福
ふ く だ

田　真
ま き

紀　  高知県・高知市病院企業団立高知医療センター
MS5-2-5 ドクターヘリで脳卒中急性期治療の地域格差を無くせるか

 西
に し む た

牟田洋
ようすけ

介　  鹿児島市立病院　脳神経外科
MS5-2-6 重症頭部顔面外傷治療の実態と出血性ショックに対してのTAE治療戦略

 中
な か お

尾　隼
じゅんぞう

三　  筑波大学医学医療系脳神経外科

11：15～12：05 特別講演
座長：栗田　浩樹　  埼玉医科大学国際医療センター　脳卒中外科

Neurotrauma Care in the Metropolitan Area of Vienna, Austria
演者：Martin Ortler　  Department of Neurosurgery, Rudolfstiftung Hospital, 

Vienna, Austria
共催：日本特殊陶業株式会社

12：15～13：15 ランチョンセミナー4　 「  急性期脳梗塞治療　地域連携の取り組みと今後の展望」
座長：神山　信也　  埼玉医科大学国際医療センター

演者：松
まつまる

丸　祐
ゆうじ

司　  筑波大学

　　　太
おおた

田　貴
たかひろ

裕　  多摩総合医療センター
共催：日本メドトロニック株式会社

13：20～14：20 共催シンポジウム2　 「  これからの脳卒中センターは如何にあるべきか？： 
基本法制定をうけて」

座長：木内　博之　  山梨大学大学院脳神経外科学講座
　　　岩瀬　正顕　  関西医科大学総合医療センター　脳神経外科
　　　山本　拓史　  順天堂大学静岡病院　脳神経外科

SS2基調講演
これからの脳卒中センターのありかた：基本法制定を受けて

 塩
しおかわ

川　芳
よしあき

昭　  杏林大学脳神経外科・脳卒中センター
SS2-1 高齢化地域脳卒中センターにおける隣接医療圏との連携と課題

 山
やまもと

本　拓
た く じ

史　  順天堂大学医学部附属静岡病院　脳神経外科
SS2-2 民間病院の脳卒中センターの立場

 熊
く ま い

井潤
じゅんいちろう

一郎　  千葉西総合病院　脳神経外科
SS2-3 脳卒中・循環器病対策基本法成立後の脳卒中センターの責務

 上
かみやま

山　憲
け ん じ

司　  社会医療法人医仁会　中村記念病院　脳神経外科
SS2-4 当施設の道北地方における脳卒中センターとしての役割と今後の課題

 瀧
たきざわ

澤　克
か つ み

己　  旭川赤十字病院　脳神経外科
共催：大塚製薬株式会社
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14：20～15：20 共催シンポジウム3　 「  脳神経外科救急手術の光と影」
座長：中尾　直之　  和歌山県立医科大学　脳神経外科
　　　秋山　恭彦　  島根大学医学部脳神経外科学講座
　　　原　　貴行　  虎の門病院　脳神経外科

SS3-1 高齢者重症くも膜下出血の急性期治療の光と影
 吉
よしかね

金　　努
つとむ

　  島根大学医学部　脳神経外科
SS3-2 脳神経外科小規模専門病院からみた救急体制および手術加療の光と影

 田
た な べ

辺　英
ひ で き

紀　  田辺脳神経外科病院　脳神経外科
SS3-3 破裂脳動脈瘤治療におけるflow modulation法の功罪

 原
はら

　　貴
たかゆき

行　  虎の門病院　脳神経外科
SS3-4 科を超えた神経救急のシステム構築

 木
き む ら

村　尚
な お と

人　  岩手県立中央病院　脳神経センター　脳神経外科
SS3-5 機械的血栓回収術の光と影－：急増する血栓回収術の現状と体制上の問題について

 沈
ちん

　　正
ま さ き

樹　  倉敷中央病院　脳神経外科・脳卒中科
SS3-6 開頭術における静脈損傷の評価と再建方法

 堀
ほりうち

内　哲
てつよし

吉　  信州大学医学部　脳神経外科
SS3-7 Carotid blowout syndrome に対する治療選択

 橋
はしもと

本　孝
た か お

朗　  東京医科大学　脳神経外科
共催：帝人在宅医療株式会社

15：30～16：30 幹事会主催　アフタヌーンセミナー　 「  脳神経外科救急におけるM&M」
座長：安心院康彦　  帝京大学医学部救急医療講座・大学附属病院安全管理部
　　　高橋　　恵　  東京医科大学　医療安全学

脳神経外科救急領域における感染制御の現状と対策
演者：岩

いわせ

瀬　正
まさあき

顕　  関西医科大学総合医療センター　脳神経外科
脳神経外科医が関わった3b以上の事例の検討

演者：高
たかはし

橋　　恵
めぐみ

　  東京医科大学医療安全管理学講座
脳神経外科手術におけるM&M（mortality & morbidity）カンファレンスに対する 
心構え

演者：伊
いざわ

澤　仁
ひとし

之　  東京医科大学　脳神経外科
脳神経外科におけるM&M

演者：清
しみず

水　克
かつよし

悦　  昭和大学医学部　脳神経外科
共催：株式会社メディカ・ライン

16：30～ 閉会挨拶
会長　　栗田　浩樹　埼玉医科大学国際医療センター　脳卒中外科
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第2日目
2月8日（土）　B会場　3階「サファイアルーム」

8：45～10：00 一般演題10　 「  頭部外傷1（脊椎脊髄外傷・スポーツ外傷含む）」
座長：奥地　一夫　  香芝生喜病院　脳神経外科
　　　佐久間　潤　  福島県立医科大学　脳神経外科

O10-1 大学サッカー競技者におけるスポーツ関連脳振盪の実態
 福
ふくしま

嶋　　洋
ひろし

　  福岡大学スポーツ科学部　重森研究室
O10-2 当院における脊髄硬膜外血腫の12例の検討

 池
い け だ

田　峻
しゅんすけ

介　  医療法人ラポール会　田辺脳神経外科病院
O10-3 頭蓋外外傷を合併した頭部外傷の特徴と治療への展望

 奥
お く ち

地　一
か ず お

夫　  香芝生喜病院
O10-4 軽症鈍的頭部外傷と軽症頭部爆傷の比較

 戸
と む ら

村　　哲
さとし

　  防衛医科大学校　防衛医学研究センター　外傷研究部門
O10-5 経眼窩的穿通外傷の1例

 佐
さ く ま

久間　潤
じゅん

　  福島県立医科大学脳神経外科学講座
O10-6 外側環軸椎関節へのケージ挿入を併用し整復固定を行った高齢者の環軸椎亜脱臼の一例

 佐
さ と う

藤　英
ひでとし

俊　  社会医療法人三栄会　ツカザキ病院脳神経外科
O10-7 急性期に保存的加療を行った急性硬膜下血腫症例の亜急性期手術に関する予測因子の検討

 栢
かやはら

原　智
ともみち

道　  名古屋共立病院脳神経外科
O10-8 外傷性頭蓋内出血症例における抗血栓薬の予後への影響

 外
と や ま

山賢
けんたろう

太郎　  医療法人新さっぽろ脳神経外科病院
O10-9 軽微な外傷で生じたMLF症候群の一例

 米
よねざわ

澤あづさ　  佐久総合病院佐久医療センター脳神経外科

10：05～11：05 一般演題11　 「  頭部外傷2（脊椎脊髄外傷・スポーツ外傷含む）」
座長：和田孝次郎　  防衛医科大学校　脳神経外科
　　　堀内　哲吉　  信州大学医学部　脳神経外科

O11-1 微小外傷を契機とした小細胞癌硬膜外転移を伴う頸髄硬膜外血腫の1例
 前
まえじま

嶋　竜
りゅうや

八　  愛知医科大学　脳神経外科
O11-2 当施設における頭部外傷症例の検討-抗血栓薬使用症例における特徴-

 沖
お き の

野　礼
れいいち

一　  東京医科歯科大学　脳神経外科
O11-3 酩酊転倒による頭部外傷で尿崩症を合併した急性硬膜外血腫の報告

 良
よしもと

本　翔
しょうこ

子　  虎の門病院　脳神経外科
O11-4 重症頭部外傷に伴うテント切痕ヘルニア1週間後に発生した脳ヘルニア関連の仮性脳動脈瘤の1例

 川
かわぐち

口　礼
れ お

雄　  愛知医科大学　脳神経外科
O11-5 頚椎損傷に合併した外傷性椎骨動脈損傷に対するコイル塞栓術についての検討

 川
かわぐち

口　礼
れ お

雄　  愛知医科大学　脳神経外科
O11-6 再受傷後に開頭術が必要になった急性硬膜下血腫の1例

 平
ひらもと

元　　侑
ゆう

　  東邦大学医療センター大橋病院　脳神経外科
O11-7 高齢者重症頭部外傷に対する積極的外科治療の成績

 小
こいずみ

泉　博
ひろやす

靖　  旭川赤十字病院　脳神経外科
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12：15～13：15 ランチョンセミナー5　 「  頭部外傷・脳卒中患者を救うための取組」
座長：吉野　篤緒　  日本大学医学部　脳神経外科　主任教授

演者：峯
みね

　　　裕
ゆたか

　  済生会横浜市東部病院脳神経センター脳神経外科　副部長、
慶應義塾大学医学部　生理学教室　訪問研究員

　　　山
やまぐち

口　浩
こうじ

司　  東京女子医科大学　脳神経外科学講座　講師
共催：株式会社メディカルユーアンドエイ

13：15～14：15 一般演題12　 「  脳神経外科手術（脳神経内視鏡含む）」
座長：渋谷　　肇　  東京曳舟病院
　　　木村　尚人　  岩手県立中央病院　脳神経外科

O12-1 重傷頭部外傷における硬膜切開の工夫 
「卍切り」の実際

 西
にしやま

山　　淳
じゅん

　  東海大学医学部　脳神経外科
O12-2 破裂末梢性後下小脳動脈瘤の臨床的特徴と治療成績

 南
みなみで

出　尚
ひ さ と

人　  金沢市立病院　脳神経外科
O12-3 Artis Zeegoを用いたHybrid ORでの準定位的血腫除去術

 渋
し ぶ や

谷　　肇
ただし

　  東京曳舟病院　脳神経外科
O12-4 化膿性脳室炎を併発した重症くも膜下出血の一例

 黒
く ろ だ

田　祐
ゆうすけ

輔　  三重大学大学院医学系研究科脳神経外科学
O12-5 開頭血栓摘出術が有用であった中大脳動脈遠位部閉塞症の一例

 青
あ お の

野　峻
と し や

也　  富士脳障害研究所附属病院　脳神経外科
O12-6 手術体位による胸部外傷の増悪が原因と推察される 

開頭術中心停止を来した多発外傷の1例
 浅

あ さ だ

田玲
れ お な

緒尚　  三重大学大学院医学系研究科脳神経外科学
O12-7 急性期にtrapping術を施行した破裂前大脳動脈（A1部）解離性動脈瘤の一例

 土
つ ち や

屋　亮
りょうすけ

輔　  旭川赤十字病院　脳神経外科

14：20～15：20 一般演題13　 「  多職種・その他」
座長：谷崎　義生　  （公財）脳血管研究所附属美原記念病院
　　　竹田理々子　  帝京大学医学部付属溝口病院　脳神経外科

O13-1 脳卒中救急医療体制整備に対する脳神経外科の役割：第5報
 谷
たにざき

崎　義
よ し お

生　  美原記念病院　脳神経外科
O13-2 断らない脳神経救急を目指して 

～当院での取り組みと結果～
 大
おおむら

村　直
な お き

己　  医療法人ラポール会　田辺脳神経外科病院
O13-3 脳血管障害症例のリハビリテーションによる機能改善の検討　 

～急性期治療から回復期リハビリテーション～
 今
いまにし

西　正
ま さ み

巳　  春秋会城山病院
O13-4 口腔内不衛生に起因する重症感染症 

-中枢神経障害を主たる症状とした二例の経験-
 鈴

す ず き

木　　聡
さとし

　  福岡輝栄会病院　脳神経外科
O13-5 慢性硬膜下血腫患者における血腫緊張度は、頭痛や再発への関与は低いが片麻痺とは相関する。

 冨
と み た

田　雄
ゆうすけ

介　  帝京大学附属溝口病院　脳神経外科
O13-6 急速に片麻痺を呈し脳梗塞との鑑別が困難であった頚椎黄色靭帯石灰化症の1例

 松
まつもと

本　洋
ひろあき

明　  ツカザキ病院　脳神経外科
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第2日目
2月8日（土）　B会場　3階「サファイアルーム」

8：45～10：00 一般演題10　 「  頭部外傷1（脊椎脊髄外傷・スポーツ外傷含む）」
座長：奥地　一夫　  香芝生喜病院　脳神経外科
　　　佐久間　潤　  福島県立医科大学　脳神経外科

O10-1 大学サッカー競技者におけるスポーツ関連脳振盪の実態
 福
ふくしま

嶋　　洋
ひろし

　  福岡大学スポーツ科学部　重森研究室
O10-2 当院における脊髄硬膜外血腫の12例の検討

 池
い け だ

田　峻
しゅんすけ

介　  医療法人ラポール会　田辺脳神経外科病院
O10-3 頭蓋外外傷を合併した頭部外傷の特徴と治療への展望

 奥
お く ち

地　一
か ず お

夫　  香芝生喜病院
O10-4 軽症鈍的頭部外傷と軽症頭部爆傷の比較

 戸
と む ら

村　　哲
さとし

　  防衛医科大学校　防衛医学研究センター　外傷研究部門
O10-5 経眼窩的穿通外傷の1例

 佐
さ く ま

久間　潤
じゅん

　  福島県立医科大学脳神経外科学講座
O10-6 外側環軸椎関節へのケージ挿入を併用し整復固定を行った高齢者の環軸椎亜脱臼の一例

 佐
さ と う

藤　英
ひでとし

俊　  社会医療法人三栄会　ツカザキ病院脳神経外科
O10-7 急性期に保存的加療を行った急性硬膜下血腫症例の亜急性期手術に関する予測因子の検討

 栢
かやはら

原　智
ともみち

道　  名古屋共立病院脳神経外科
O10-8 外傷性頭蓋内出血症例における抗血栓薬の予後への影響

 外
と や ま

山賢
けんたろう

太郎　  医療法人新さっぽろ脳神経外科病院
O10-9 軽微な外傷で生じたMLF症候群の一例

 米
よねざわ

澤あづさ　  佐久総合病院佐久医療センター脳神経外科

10：05～11：05 一般演題11　 「  頭部外傷2（脊椎脊髄外傷・スポーツ外傷含む）」
座長：和田孝次郎　  防衛医科大学校　脳神経外科
　　　堀内　哲吉　  信州大学医学部　脳神経外科

O11-1 微小外傷を契機とした小細胞癌硬膜外転移を伴う頸髄硬膜外血腫の1例
 前
まえじま

嶋　竜
りゅうや

八　  愛知医科大学　脳神経外科
O11-2 当施設における頭部外傷症例の検討-抗血栓薬使用症例における特徴-

 沖
お き の

野　礼
れいいち

一　  東京医科歯科大学　脳神経外科
O11-3 酩酊転倒による頭部外傷で尿崩症を合併した急性硬膜外血腫の報告

 良
よしもと

本　翔
しょうこ

子　  虎の門病院　脳神経外科
O11-4 重症頭部外傷に伴うテント切痕ヘルニア1週間後に発生した脳ヘルニア関連の仮性脳動脈瘤の1例

 川
かわぐち

口　礼
れ お

雄　  愛知医科大学　脳神経外科
O11-5 頚椎損傷に合併した外傷性椎骨動脈損傷に対するコイル塞栓術についての検討

 川
かわぐち

口　礼
れ お

雄　  愛知医科大学　脳神経外科
O11-6 再受傷後に開頭術が必要になった急性硬膜下血腫の1例

 平
ひらもと

元　　侑
ゆう

　  東邦大学医療センター大橋病院　脳神経外科
O11-7 高齢者重症頭部外傷に対する積極的外科治療の成績

 小
こいずみ

泉　博
ひろやす

靖　  旭川赤十字病院　脳神経外科
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12：15～13：15 ランチョンセミナー5　 「  頭部外傷・脳卒中患者を救うための取組」
座長：吉野　篤緒　  日本大学医学部　脳神経外科　主任教授

演者：峯
みね

　　　裕
ゆたか

　  済生会横浜市東部病院脳神経センター脳神経外科　副部長、
慶應義塾大学医学部　生理学教室　訪問研究員

　　　山
やまぐち

口　浩
こうじ

司　  東京女子医科大学　脳神経外科学講座　講師
共催：株式会社メディカルユーアンドエイ

13：15～14：15 一般演題12　 「  脳神経外科手術（脳神経内視鏡含む）」
座長：渋谷　　肇　  東京曳舟病院
　　　木村　尚人　  岩手県立中央病院　脳神経外科

O12-1 重傷頭部外傷における硬膜切開の工夫 
「卍切り」の実際

 西
にしやま

山　　淳
じゅん

　  東海大学医学部　脳神経外科
O12-2 破裂末梢性後下小脳動脈瘤の臨床的特徴と治療成績

 南
みなみで

出　尚
ひ さ と

人　  金沢市立病院　脳神経外科
O12-3 Artis Zeegoを用いたHybrid ORでの準定位的血腫除去術

 渋
し ぶ や

谷　　肇
ただし

　  東京曳舟病院　脳神経外科
O12-4 化膿性脳室炎を併発した重症くも膜下出血の一例

 黒
く ろ だ

田　祐
ゆうすけ

輔　  三重大学大学院医学系研究科脳神経外科学
O12-5 開頭血栓摘出術が有用であった中大脳動脈遠位部閉塞症の一例

 青
あ お の

野　峻
と し や

也　  富士脳障害研究所附属病院　脳神経外科
O12-6 手術体位による胸部外傷の増悪が原因と推察される 

開頭術中心停止を来した多発外傷の1例
 浅

あ さ だ

田玲
れ お な

緒尚　  三重大学大学院医学系研究科脳神経外科学
O12-7 急性期にtrapping術を施行した破裂前大脳動脈（A1部）解離性動脈瘤の一例

 土
つ ち や

屋　亮
りょうすけ

輔　  旭川赤十字病院　脳神経外科

14：20～15：20 一般演題13　 「  多職種・その他」
座長：谷崎　義生　  （公財）脳血管研究所附属美原記念病院
　　　竹田理々子　  帝京大学医学部付属溝口病院　脳神経外科

O13-1 脳卒中救急医療体制整備に対する脳神経外科の役割：第5報
 谷
たにざき

崎　義
よ し お

生　  美原記念病院　脳神経外科
O13-2 断らない脳神経救急を目指して 

～当院での取り組みと結果～
 大
おおむら

村　直
な お き

己　  医療法人ラポール会　田辺脳神経外科病院
O13-3 脳血管障害症例のリハビリテーションによる機能改善の検討　 

～急性期治療から回復期リハビリテーション～
 今
いまにし

西　正
ま さ み

巳　  春秋会城山病院
O13-4 口腔内不衛生に起因する重症感染症 

-中枢神経障害を主たる症状とした二例の経験-
 鈴

す ず き

木　　聡
さとし

　  福岡輝栄会病院　脳神経外科
O13-5 慢性硬膜下血腫患者における血腫緊張度は、頭痛や再発への関与は低いが片麻痺とは相関する。

 冨
と み た

田　雄
ゆうすけ

介　  帝京大学附属溝口病院　脳神経外科
O13-6 急速に片麻痺を呈し脳梗塞との鑑別が困難であった頚椎黄色靭帯石灰化症の1例

 松
まつもと

本　洋
ひろあき

明　  ツカザキ病院　脳神経外科
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O13-7 メトトレキサート関連リンパ増殖性疾患による硬膜外腫瘤病変により 
両下肢麻痺をきたした1例

 青
あ お き

木　正
まさのり

典　  社会医療法人行岡医学研究会行岡病院　脳神経外科

抄　録　/　略　歴

故 河本 圭司先生追悼講演
文　化　講　演
特　別　講　演

Asian Young Neurosurgeon’s Forum
幹事会主催　アフタヌーンセミナー

各
種
講
演


